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「通知表」を問い直す ～子どもの「自己成長」につながるものへ～ 

上西春別中学校 校長 蝦 名 武 宣 

 

 「通知表」（本校では「教育連絡表」と呼んでいます）の始まりは明治時代と言われ、今のように５段

階評価で示す形になったのは戦後（1945 年以降）で相対評価※1 が主流でした。それが 2002 年（平成 14

年）の学習指導要領から改訂され、現在の絶対評価※2 に変更となり今にいたります。 

 さて、「通知表」の中身は学習成績（５段階評定）、特別活動の様子、行動の記録、それに加え総合的

な学習や学校生活全般に対しては「所見」として主に担任教師のコメントが記載されています。ほとん

どの公立中学校が大体似たような構成で基本スタイルは何十年も変わっていません。実は「通知表」は

学校の任意で作成しているもので法的な型があるわけではありません。ですから、もっと今の学習指導

要領や授業スタイルに合わせて学校独自のスタイルがあっても良いのではとも思います。 

 例えば、今は教師が教える授業から子どもが学ぶ授業への転換が求められています。子どもの学びを

どうやって支えていくかが今の教師に求められています。であれば、学びの成果も子ども自身が自己評

価し自分で成績をつける、その成果に対して教師がどのように支援したかを記録する。 

これまでの常識から考えれば「子どもが自分の成績をつけるなんておかしい」とか「自分に都合よく

５を付ける子が出るかもしれない」または「そんなことしたら成績の妥当性に疑問が出る」「高校入試の

内申点の信憑性が・・・」なんて声が聞こえてきそうです😨。 

でも、考えてみてください。「通知表」って何のためにあるんでしょうか？子どもをランキングするた

めにあるのでしょうか？高校入試のためにあるのでしょうか？私はどれも違うと思っています。 

そもそも「通知」（学校から保護者に知らせる）することの目的は何でしょうか。そんな風に根本的な

疑問を持ち、「何のために成績をつけ、本人や家庭に知らせるんだろうか？」ということを教師はもちろ

ん、学校と保護者で一緒に問い直すことができたら面白いと思っています。 

子どもたちの健やかな成長を願い、子どもが「育つ」学校づくりを目指し、

「学びの山を登り切ろう」を合言葉に、教職員と保護者が一緒になって「通知

表」の存在意義を確かめ合い、新しい形を模索する・・・こんな実践は私の知

る限り全国どこを探してもないと思います。（あるかもしれませんが😅） 

 子どもが自分の学びを振り返り、自己評価を経ながら次の学びへと進む。そ

の過程の支援を教師と保護者と共有しながら子どもの「自己成長」を促す・・・

そんな「通知表」（違うネーミングの方が良いかも）があれば素敵ではないで

しょうか。 

ちなみにですが、教育研究家の妹尾昌俊氏※3 が「通知表」についてまた、違った 

視点で論考を WEB 上に記載していました。興味のある方は右の二次元バーコード 

からご覧になれます。 

 

 

※１相対評価：集団内の順位付けを元に相対的な位置づけによって成績を評価する方法。 

※２絶対評価：定められた目標の基準への到達度や達成度を絶対的に評価する方法 

※３妹尾昌俊：教育研究家、野村総合研究所を経て、学校業務改善アドバイザー（文部科学省委嘱）、中央教育審議会

「学校における働き方改革特別部会」委員 
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スイッチオンから１時間「スイッチオフ２１」で生活変えよう 未来を変えよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業は・・・ 
  今年度、夏休みは 31日間あります。外出時は交通事故やケガ等に気を付け、サイトなども活用し

て熱中症やその他の対策もよろしくお願いします。また、夏休みの学校開放（図書室 7/29～8/9）も

是非ご活用ください。 2学期は 8月 27日（火）からです。 

日 曜 部活給食 バス 朝学放課コマ行事

1 木 夏休みの学校開放（自主学習会　図書室開放～9日）

2 金 全道剣道中体連（江別市～4日）

3 土
別海町PTA研究会「乳和食セミナー」（青少年プラザ10:00～）
吹奏楽部酪農祭演奏出演10:15～

4 日 釧根駅伝大会・リレー記録会（陸上・釧路）

月 ふれあいの翼2名参加（大阪、枚方市～8日）

6 火

5

7 水 図書館開放日

8 木

9 金

10 土 カデット地区予選(卓球 別海)

11 日 山の日

12 月 振替休日

14 水 学校閉庁日　図書館閉館日

13 火 学校閉庁日

16 金 学校閉庁日

15 木 学校閉庁日

17 土

18 日

20 火

19 月 別海町中学校駅伝競走大会（別海町PG場）

22 木

21 水 図書館開放日

23 金

24 土 新人陸上大会（釧路・陸上）

25 日 部活停止（～２９日）新人陸上大会（釧路・陸上）

26 月 学年部会　分掌部会　職員会議 　研修日 ×

×

27 火 2学期始業式 × ○ 14:20 読 5

28 水 前期期末テスト1日目　白鳥号　SC来校　図書館開放 × ○ 14:20 読

29 木 前期期末テスト2日目 × ○ 14:40 読 5

5

30 金
2年水泳学習　評議会（昼休み）
委員会活動日 　清掃カット ○ ○ 16:00 読

31 土 △

委 6

学校ブログは 

こちらから 

ど う ぞ！

保護者の皆様には本校の教育活動にご理解

とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、暑い日々が続いていますが、本日で 1

学期が終了します。生徒達がここまで大きな事

故や怪我もなく、学校生活を過ごせたことに安

堵しております。 

1学期の教育活動を通して子どもたちが学び

の山を登り切ろうとする姿が随所に見られまし

た。本校の「めざす姿」の具現化を図るため、今

後も新たな取組にチャレンジしていきますのでご

理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

＊学校閉庁日(13～16 日)の

緊急連絡先は教育委員会

になります。  

教育委員会学務・スポーツ課   

電話 74-9271 
７月の中体連で本校からは２名が全道大会の

出場権を獲得し、２３日には表敬訪問で副町長と

教育部長から激励の言葉をいただきました。また、

吹奏楽部は釧路でコンクールに出場します。それ

以外にも別海町酪農祭や神社祭にも参加予定

で、現在運動部と同じく練習に熱が入っています。 

今週、健康安全指導の一環として、「ゲートキーパー教室」と「自転車安全

教室」が行われました。「ゲートキーパー教室」では講師の林先生から、いじめ

防止には自分と仲間を大切にすること、傍観者をゼロにすることなど、いのち

の重さについて考えさせられるお話をいただきました。 

また、中標津警察署の交通安全課平岡さんからは、DVD 視聴を通して、ヘ

ルメットの着用率が北海道は全国よりかなり低く、特に髪型が乱れる等の理

由で子どもの着用率が低いことを教えていただきました。着用するかしないか

で、命が守られる確率が全然違うということ、そして自転車の交通違反（罰則

など厳しくなってきている）が大きな事故につながるので、ルールを守って欲し

いと教えていただき、生徒たちは熱心に話を聞いていました。 

 


